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fIí~企 l表敬和、‘ 1.0 も下問っ τ\ Iる。

可~ z". f -1酌F昔日岡'1は包|守 k んど‘ささ視しTぐ静的下-，;(v1防

相Tも壊滅しTて.

僻甘「結果¥-:d'-る除手作芝居殺を\1L室付土色の陀盤的局十fJ 有~~~手

散を~寸 2 間}て示す，

これ lぐ Fるk、下ー 1t到r}脅め l司)1[0 J!;J泣017計ケ話会保敬¥'1、

基本格者T't.I干kんピ安らす、二日 JうrJ堅持fJ;0憧戸内なする
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第 1表 日本海中部地震の観測結果

M
ー

事色震 地震名 マグヒテ 震央 拠採 観測波の最大銀稲

年月日 北錦 .ード 厄紘 深古

時 由l
東 t是 (M) (k・1 (k・} 地震計 NS Eν U D 

位置(.) 加速度 速度 加速度 速度 加速度 速度

ート
-2.7 5.4 1.2 一 一 3.0 0.6 

1983. S. 3j 日本淘'1>11

* +-

11:59' 57.5" 
4酔 7.7 322 14 
(402lj N) -9 一 一 5.1 1.0 3.4 0.7 
139・4])'E 

-92 3.6 1.0 4.4 1.6 3.0 0，7 

-169 3.2 1.1 4.5 1.4 2.5 0.7 

(単位加速度 gal.速度 kine)

欠測を示す

申 : 北海道地震火山月報{札幌管区気象台}による



4 

速

度

(Kine) 

O. 00 

10. 

O. 

。-~ G 
¥ 

(h=日日5) 

<0' 
¥ 
持 4

。-O 
¥ 

ノ。
。

ノ
O 

¥ <0 

O. 0 

と~.~'1 0.
可?
ノ

(SECONOJ 

月

Y
Y

0.

〈

U 《 '1.O
~o. 
O. 
PERIOO 

周期(s) 

一一一一一一ー-2}m 
-一一一一 -92m
-----169m 

第 1図 深度別応答スベクトノレ (NS成分)

?
3
 



¥A'。- ヘAJ'• 
( h = 0.05 ) 

¥ <::> • 
L 

Y ¥  去っ戸
4 /¥l ~rtユ込 /¥q 

ノC 

速 J、
¥ / 

O. 

度

(Kine) 。、
γ ¥f  ¥/f/ \\~ 

0.0 
/¥叫 /¥叫 //¥h 

。O 。E3、， 

¥/ド
¥ ゃ-

~~\ 
匂v;io i・/O 

とi.
• 0 l 

民AC 0。。.ノl V A ノl O. 

PERIOO (SECONOl 
局 期 (8) 

-9m 

ー-一一一一一-92m
ー一一一ー一-169m

第 2図 深度別応答スベクトノレ CEW成分〉

-4-



速

( h = O. 05 ) 

lO.-l 

百a

J 

J 

O 

度

(Kine) 
¥ 
~ 

O. 0 

c
J
A
u
'
'
 

0
.

〈

d 

期 (s) 
ーーーーーーー -2.7m
一一一一 -9m
_.一一一-92m
一一一一169m

第 5図 深度別応答スベクトル (UD成分)

5 


